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2022 年 10 月 29 日 

 

北実会 2022 年度  

    総 会 議 案 書 

 
 

 

と き ： 2022 年 10 月 29 日(土) 13:30～16:00 

ところ ： 白井まちサポ会議室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北総線の運賃値下げを実現する会 

 

「北総線運賃とこれからのまちづくりを考えるシンポジウム」（2022.5.21） 
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議案１． 2021 年度活動報告・収支決算報告・会計監査報告 
 

2021 年度活動報告（2021 年 10 月～2022 年 9 月） 

永年の運賃値下げ運動が、やっと大きな動きを見せた年でした。 

北総鉄道 2021 年 3 月期決算の株主総会で、北総鉄道は運賃値下げをほのめかし、昨年 11

月には具体的内容を発表しました。その中身は通学定期の 1/3 への値下げ〈京成並み〉、ニ

ュータウン区間の中距離運賃の最大 100 円値下げ〈メタボ運賃の緩和〉、平均で 15.4％の

値下げというものでした。これまでの北総鉄道のかたくなな態度を思うと、画期的なことで

した。  

 その上、私たちが企画した運賃問題シンポジウムを前にして、CNR との間の線路使用料

を見直すということが、北総鉄道の HP 上でひっそりと掲載されました。北総室谷社長から

は「これまでの契約では乗客の少ないときのままで、実態に合わない。乗客が増えれば北総

の利益も増えるように変更する」という趣旨の説明がされました。ところが変更申請した千

葉ニュータウン鉄道の言い分は「経営安定化のため、毎年の収支を改善する」というもので、

京成本社の露骨な収入確保の意図が示されているものでした。 

 値下げも線路使用料契約変更も実施はこの 10 月 1 日からですから、今のところどの様

に北総の決算に影響するのかは、2023 年 3 月期決算で、半年分が反映します。しっかり

した評価は 2024 年 3 月期決算になるわけです。 

 

＜北実会が取り組んできた主な活動等＞ 

１） 5/21 に「北総線運賃とこれからのまちづくりを考える」シンポジウムを実施 

シンポジウムは知事や印西市長、鎌ケ谷市長、船橋市長のメッセージ、白井市長のあい

さつで始まり、細川先生、大塚先生の講演と、「こうすれば下げられる北総線運賃」とし

て問題を解明しました。100 人余の参加で大成功のシンポジウムでした。 

 

２） 北総鉄道株主総会に当たって 

今年も沿線 6 市長と知事への「株主総会で運賃値下

げ問題について発言してもらいたいこと」を要請。結果

は白井市、印西市だけの発言でした。 

 

３）北総・京成株主総会へ向けての宣伝 

北総本社前での行動は控えました。 また京成の株主総会会場前では、今年も宣伝(チ

ラシ、音出し、横断幕など)を実施しました。 

 

４）一年間で 2 度の大規模チラシ配布宣伝を実施しました。地域は印西・白井・小室・鎌

ヶ谷に配布しました。 

 

５）北実会では、運動を支えるために、月 1 回(第１水曜日)定例会を開催し、必要に応じ

て今年度は拡大役員会を 5 回開催しました。また、定例会では勉強会も実施し参加者の

気持ちをひとつにする努力もしました。 

 

6）対自治体、対北総意思疎通を良くするため、自治体への申し入れだけでなく、面談も重

視しました〈印西市長・白井市長各 2 回、鎌ケ谷市長 1 回、北総鉄道㈱室谷社長 3 回〉 

  

 

末尾になりますが、北実会の活動資金を提供していただいた自治会・町内会、そして個人

の皆様に厚く御礼申し上げ、今後とも変わらぬご支援をお願いいたします。 
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  年 月 日 会独自活動 裁判関連･生活バス対自治体･対議会 対国･消費者委員会対北総･京成･バス

21 10 ６ 北実会定例会
７ 東洋経済オンラインに枝久保氏北総問題論文掲載

9 会計監査
１４ 議案内容確定(拡大役員会）

２０ 総会議案発送作業

11 2 東洋経済オンライン11/2付けで細川論文掲載
４ (木)北実会定例会

０７ (日)北実会総会、13:30～16:00　白井駅前センター研修室

08 国交大臣・千葉県知事へ北実会見解を届ける

09 板倉市長との懇談

１１ 自治会への総会報告と寄付依頼発送　岩波県議との懇談

１６ 鎌ヶ谷市との懇談
17 白井市との懇談

１９ 北総運賃値下げ発表(京成も同時届け）
２２ 臨時非公式役員会

12 １ 北実会定例会

1 北実会HP再立ち上げ：  https;//hokujitsukai2.net

2 北総社長との懇談

１6 運賃値下げのチラシ発行

22 臨時非公式役員会 板倉市⾧と懇談　
22 1 5 北実会定例会

１７ 北総社長との懇談実施

１９ 白井市長と対談

２1 国交省から細川先生に文書

２７ 朝日新聞に北総値下記事第１弾

2 2 北実会定例会
24 細川先生との懇談

3 2 北実会定例会
23 北実会臨時会

4 6 北実会定例会

15 作業部会、チラシ到着

5 6 金曜日　北実会定例会
北総鉄道が白井市訪問、CNR線路使用料見直しをささやく

21 ｢北総線運賃とこれからのまちづくりを考えるシンポジウム開催

6 1 北実会定例会 　 午後北総鉄道訪問
2 礼状発送(又は届け)
7 臨時拡大役員会(株主総会対応）

29 京成株主総会前宣伝

7 5 CNRの線路使用料改定申請書入手
6 北実会定例会

28 国交省へ異議申し立て、関連3社の事業報告書開示請求

8 3 北実会定例会

31 北総関連3社事業報告書入手

9 1 生活バス小室に迂回開始

7 北実会定例会

13 ふるさと祭り説明会；
10 5 北実会定例会

22 白井ふるさと祭り(22，23日）5000円

29 北実会総会　　まちサポ会議室　14：00～
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北総線運賃値下げを実現する会

収入の部 単位：円

項目 ２０２１年予算 ２０２１年度実績 摘要

前年度繰越金 438,716 438,716
会費 90,000 114,000 57名分×2000円　(他2名前年納入済)

寄付金・協賛金 100,000 95,250 　 詳細は下記

補助金 0 0
受取分担金 0 0
受取利息 10 4

合計 628,726 647,970

支出の部

項目 ２０２１年予算 ２０２１年度実績 摘要

講演会他 100,000 45,796
会議費 10,000 7,750 　定例会・役員会会議室利用料

ニュース作成費　 　発行のチラシ用紙代・印刷代

    用紙代 0 0
    印刷代 215,000 116,120
    配布費 50,000 23,924 チラシ折込料

資料費 10,000 2,584 関係市町村、国土交通省資料コピーなど

宣伝費、広報費 20,000 83,440
事務用品費 5,000 10,093 封筒代、領収書、プリンタインクなど

事業費（参加費他） 20,000 19,163 イベント参加費用

交通費 20,000 8,520 駐車場代、ガソリン,電車代など

通信費 20,000 11,190 はがき代、郵送代

予備費 10,000 16,500
支出合計 480,000 345,080

次年度繰越金 148,726 302,890
総合計 628,726 647,970

現　　金 40,169    中銀白井マンシオン自治会 20,000
銀行総合口座 262,721    南山第１住宅管理組合 5,000
郵便振替口座 0    南山２丁目自治会 5,000

   桜苑壱番街自治会 5,000
合計 302,890

0

   団体寄付金合計 35,000

   個人寄付金合計 60,250

   寄付金の合計 95,250

２０２１年度（R３年度）決算報告

（２０２１年１０月１日～２０２２年９月３０日）

次年度繰越実績金額内訳 寄付金の詳細
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議案 2． 202１年度活動方針(案) 

北総鉄道の運賃値下げ発表には、沿線自治体は諸手を挙げて歓迎の意を表明しました。そして沿線

自治体や北総鉄道等で構成する「北総地域活性化協議会」主催の、ラッピング車両出発式が 8 月 31

日、印西牧の原駅で執り行われ、北総社長と沿線 6 市長が並んでテープカットし、同電車の運行開

始を祝いました。 

しかし、沿線から強い要望のある普通運賃は 11．6％の値下げで、依然京成本線の 2 倍という高

いものですから、本格的値下げはこれからになります。その原資をどこに求めるかとなります。 

親会社京成電鉄がその優越的地位を利用して、 

① 北総鉄道区間(京成高砂—小室間)では、実質 1 円の線路使用料も払っていない  

② 千葉ニュータウン鉄道区間(小室-印旛日医大)では線路使用料契約を変更（2022 年 10 月 1

日付け）することになっていますが、京成と北総の負担割合は大幅には改善され無いようです。

この両者の負担割合を正常化すべきです。 

③ 改めて、北総線運賃がいかに高いかを宣伝し、第三セクターで公共交通機関としての責任をは

たすよう求める 

 

この線路使用料の 2 つの不公正を正せば、北総線の運賃値下げ、それも京成本線並みの運賃を実

現できます。今回の値下げは北総鉄道の枠内でできるギリギリのものだったと思われます。親会社京

成がこの先も、第三セクターで公共交通機関である北総鉄道の高運賃という負担を沿線住民に押し

付け続けるなど、許されるはずはありません。 

私たちは言を左右にして運賃大幅値下げ(京成本線並みの運賃)を避けている京成・北総の逃げ道を

ふさぐ運動をしたいと思います。我々の運動を理解してくれる政党等の力を借りて、行政を動かすこ

とで実現したいと思います。 

沿線の住民、利用者としっかり絆を深めながら、行政・議会の皆さんとも連携を図りながら大幅運

賃値下げ実現に向けて以下の運動を展開します。 

 

１． 「北総線運賃は京成本線並み (現行の半分) に」を普及し、大幅値下げの世論作りに努め

る。 

２． 沿線住民の世論をしっかりしたものにしていく(京成の責任、国、県の責任を明らかにする)。

北総線高運賃問題は、「異常な高運賃を是正して、社会的不公正・不正義を正し、沿線住民の暮

らしを守るとともに地域の発展を願う取り組み」という共感と認識を一層広げるようマスコミ

や各界へ働きかけていきます。 

３． 自治体・自治会・町会・市民運動に参加するサークル・団体の皆さんの協力を得ながら、様々

な角度から世論作りをします。特に北総鉄道の株式を 22％超を保有している千葉県にはその責

任を果たすよう強く求めたいと思います。また利用者の利便性向上の立場から、安全の問題・特

別割引回数券の利用範囲拡大なども訴えて参ります。 

４． 運動をさらに広げるために、会員募集に努めます。HP にも会員募集を掲げます。 

 

 運動の進め方としては、従来行ってきた、メール・SNS・チラシ・電話・集会・陳情等々、可

能な手法を駆使します。チラシの表現方法を工夫し一層親しまれるものにするよう努めます。 
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議案３． 202２年度予算(案) 

 
 

 

 

収入の部
（単位：円） （単位：円）

項　　目 ２０２２年度予算 ２０２１年度実績

前年度繰越金 302,890 438,716

会費 90,000 114,000

寄付金・協賛金 100,000 95,250

受取利息 2 4

合　　計 492,892 647,970

支出の部

項　　目 ２０２２年度予算 ２０２１年度実績

講演会他 50,000 45,796 シンポジューム講師代・交通費等

会議費 10,000 7,750 定例会・役員会会議室利用料

ニュース作成、配布費 発行のチラシ用紙代・印刷代等

　用紙代 0 0

　印刷代 215,000 116,120

　配布費 50,000 23,924 チラシ折込料

資料費 10,000 2,584

宣伝費,広報費 20,000 83,440 HP維持費等

事務用品費 10,000 10,093 封筒代・領収書・プリンタインク等

事業費、参加費他 20,000 19,163 イベント参加費用等

交通費 20,000 8,520 駐車場代・ガソリン代等

通信費 20,000 11,190 ハガキ代・郵送代

予備費 10,000 16,500 慶弔費

支出合計 435,000 345,080

次年度繰越金 57,892 302,890

合　　計 492,892 647,970

２０２２年度（Ｒ４年度）予算 (案)

（２０２２年１０月１日～２０２３年９月３０日）

関係市町村・国土交通省資料コピー等

摘　　要

摘　　要
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議案４．2022 年度役員選任の件 

 

 

 

 

2022 年度役員（候補） 

 

会長     太田 誠  （印西市木刈） 

 

副会長    亀倉 良一 （印西市木刈） 

   

      

 

事務局長   間嶋 博  （白井市堀込） 

 

事務局次長  藤森 義韶 （白井市池の上） 

  同    北田 實  （船橋市小室） 

   同  遠藤 賢一 （印西市滝野） 

  同    石塚 仁好 （白井市桜台） 

  

 

会計     正木 英行 （白井市堀込） 

 

会計監査   岩本 忠司 （白井市堀込） 

 

 

 

 

 

 

 

 


